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　県では、県内に６つの地域県民局を設置し、
広域的な観点から、地域資源を活用した地
域づくりの推進や人財の育成、移住・定住対
策などについて、市町村とともに取り組んで
います。
　今後、人口減少と高齢化の進行が見込ま
れる中、多様化する住民ニーズの全てに単
独で対応することが困難な市町村が現れて
くることが懸念されています。
　また、各市町村が人口減少の克服に取り
組むに当たっては、地域の特性を生かしなが
ら、県内の市町村間での人口の奪い合いで
はなく、県外からいかにして人を呼び込むか、
という視点を持ってチャレンジしていくこと
が重要です。
　地域別計画は、圏域内の各市町村が持つ
資源を相互に活用し、足りない部分は補い合
い、圏域内の連携を図り、地域一体となって、
自立した地域づくりを進めていくために策定
するものです。

　地域別計画は、県内に設置されている６つの地域県民局
（東青・中南・三八・西北・上北・下北）の圏域ごとに、全県
的な動向や政策の方向性と各地域が置かれている状況や
地域の特性を踏まえ、2030年における地域のめざす姿を
掲げ、その実現に向けた取組の方向性を定めています。
　また、「生業（なりわい）」づくりと「生活」の視点を重視し、
地域の自立への道筋を示しています。

地域別計画について

〈1〉

〈2〉

〈3〉

2030年における地域のめざす姿
地域全体としてめざす姿を記載しています。
地域の概要・特性と課題　～めざす姿の背景～
めざす姿の背景となる地理的特性や特徴、人口や産業の
状況等を分析しています。
取組の基本方針と主な取組
計画期間内に地域全体が重点的に取り組む内容を記載し
ています。

地域別計画の構成

　実際の経済活動や住民生活は、地域を越えて広域にわ
たっていることから、地域別計画の推進に当たっては、他
の圏域や近隣道県等とも相互に連携しながら取組を進め
ていきます。

地域間の連携

● 「食」産業の充実・強化
● 着地型観光の起点機能の確立
● 優れた生活・仕事環境を生かした産業の集積
● 共に支え合い安心して老後を迎えることができる地域社会

東　青　地　域
2030 年のめざす姿

１．安全・安心で優れた農林水産物の産地づくり
２．地域資源の高付加価値化と販売の促進
３．地域の魅力づくりと広域観光の推進
４．一人ひとりが健康でいつまでも住み続けられる地域づくり

今後５年間の取組の基本方針

● 先端技術を導入した高付加価値農業の先進地
● 優れた「人財力」を誇るものづくりの地
● 多彩な観光資源を活用した感動劇場
● 誰もが支え合い健康に暮らせる地域

中　南　地　域
2030 年のめざす姿

１．労働生産性の向上や６次産業化による稼げる農林業の推進
２．ものづくり産業を支える人財力の強化
３．感動の舞台づくり
４．誰もが支え合い安心して暮らしていける地域社会づくり

今後５年間の取組の基本方針

● 元気なものづくり産業の集積とエネルギー・リサイクルの進んだ地域
● 力強い経営体が地域を支える農山漁村
● 国内外から選ばれる、行ってみたくなる観光地
● 健康、長寿で、生き生きと安心して暮らせる地域

三　八　地　域
2030 年のめざす姿

１．ものづくり産業の活性化とエネルギー関連産業の振興
２．農林水産資源の高付加価値化と人財・経営体の育成
３．広域観光の更なる推進
４．健康、長寿で、生き生きと安心して暮らせる地域づくり

今後５年間の取組の基本方針

● たくましい農林水産業
● 「シンカ」し続ける観光産業
● 地域ぐるみで健康づくり
● 暮らしやすい社会

西　北　地　域
2030 年のめざす姿

１．ブランド力アップで稼ぐ農林水産業の推進
２．チャンスを生かし、地域が一体となった観光の推進
３．地域が一体となった健やかな地域づくり
４．ふるさとを愛し、共に生き、暮らすことができる地域づくり

今後５年間の取組の基本方針

● 戦略的な農林水産業が展開されている地域
● 強みを生かした魅力的な産業が育まれている地域
● 地域ぐるみで実現する安全・安心な共生社会
● 地域を守り育てていく「上北人」が活躍する地域

上　北　地　域
2030 年のめざす姿

１．これからの農林水産業を支える基盤と稼ぐ仕組みづくり
２．地域の資源や強みを生かした魅力あるしごとづくり
３．安全・安心で健康に暮らせる地域共生社会づくり
４．上北の明日を創る人財の確保・育成とネットワークづくり

今後５年間の取組の基本方針

● 住民も訪れる人も心地よい時を過ごす下北地域
● 地域の基盤となる経営体質の強い農林水産業と高い
　 ブランド力で地域内外から選ばれる下北の農林水産物
● 観光客が繰り返し訪れる下北地域
● 安心して健やかに暮らせる下北地域
● 手をつなぎ力を合わせる下北人

下　北　地　域
2030 年のめざす姿

１．地域の特長を生かした農林水産業の充実
２．満足度の高い下北観光の推進
３．健康なまちづくりの推進
４．元気な下北をつくる人づくり

今後５年間の取組の基本方針

地域別計画の概要

下北

西北
東青

上北

中南

三八

ちゅう な ん

と う せ い

さ ん ぱ ち

せ い ほ く

か み き た

し も き た

東　青　地　域
青森市、平内町、今別町、
蓬田村、外ヶ浜町

下　北　地　域
むつ市、大間町、東通村、
風間浦村、佐井村

西　北　地　域
五所川原市、つがる市、鰺ケ沢町、
深浦町、板柳町、鶴田町、中泊町

上　北　地　域
十和田市、三沢市、野辺地町、
七戸町、六戸町、横浜町、
東北町、六ケ所村、おいらせ町

三　八　地　域
八戸市、三戸町、五戸町、田子町、
南部町、階上町、新郷村

中　南　地　域
弘前市、黒石市、平川市、西目屋村、
藤崎町、大鰐町、田舎館村
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　東青地域の平均寿命は、全ての市町村で男女
とも全国を下回っているものの、前回（2010（平
成22）年）からの延び幅を見ると、男性では管内
５市町村のうち３市町が全国を上回るなど、着実
に延伸しています。（図８、図９）

平均寿命

　東青地域の特定健康診査実施状況を見ると、実施率が県を下回る
市町村があるほか、特定保健指導実施率が県を大きく下回っている市
町村もあるなど、実施率の向上が求められるところです。（表３）
　また、がん検診受診率については、一部県を上回る市町村があるも
のの、総じて県内では下位を占める状況となっており、受診率向上が
大きな課題となっています。（表４）

特定健診実施率、がん検診受診率等

　年間観光入込客数は、2003（平成15）年以降、減少傾向を示していましたが、2006（平成18）年からは横ばいとなり、2014（平成
26）年以降は増加傾向にあります。
　また、行祭事・イベント観光入込客数については、2004（平成16）年以降、横ばいの傾向にありますが、2015（平成27）年及び
2016（平成28）年は増加し、観光施設、イベント等の両面で、北海道新幹線開業に伴う効果が見られます。（図５）

観光入込客数

　製造業における製造品出荷額等に占める食料品の割合は44.6％と大きなウエイトを占めており、県全体と比較しても高い割合と
なっています。（図６）
　また、全製造業に占める従業員数の割合も、食料品製造業が45.3％と大きなウエイトを占めています。（図７）

製造業に占める食料品製造業の割合
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資料：県観光国際戦略局「青森県観光入込客統計」
※ 2010年以降は統計手法の変更により、それ以前と単純比較できない。
※ 2014年以降の「年間観光入込客数」は、一部の観光地点での計測方法変更の影響により、大幅増となっている。
※ 「行祭事・イベント観光入込客数」は、当該年の入込客数が調査基準に満たない行祭事・イベントが対象外となるため、各年で単純比較できない。
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図８ 市町村別平均寿命（男性：H22、H27）

図９ 市町村別平均寿命（女性：H22、H27）

表３ 市町村別特定健康診査等の実施率と県内順位
　　 （東青地域）

表４ 市町村別がん検診受診率の推移と県内順位（東青地域）

図６ 製造品出荷額等に占める食料品の割合

図７ 全製造業に占める食料品製造業の従業員数の割合

図５ 東青地域の観光入込客数の推移
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　「食」を始めとして、地域内の様々な業種が産
業の垣根を越えて相互に結び付き、連携を強化
することで、地域資源の付加価値を高めるととも
に、販売体制を強化し、生産・加工を含めた総合
的・戦略的な外貨の獲得を図ります。
　また、地域資源を活用した体験メニューの創
出など、観光の観点からの資源の組合せや連携
を進めることによる高付加価値化を図ります。

地域資源の高付加価値化と
販売の促進

❶産学官金連携や農商工連携による商
品開発や加工・提供の促進

❷地域資源の発掘・活用と加工・販売
を担う次世代の多様な人財の育成

❸生産・加工・販売のネットワーク化に
よる販売力の強化とブランドイメージ
を活用した販売促進

❹地域資源を活用したグリーン・ツーリ
ズムの推進

主な取組
2

　「食」産業の基盤となる農林水産業の維持発展
に向けて、農業者の経営発展や営農組織の育成・
連携強化、様々な水産資源を生かした漁業経営
の複合化など、農山漁村を支える経営体を育成
する「地域経営」の取組を促進します。
　また、消費者ニーズなどを踏まえた安全・安心
で競争力のある農林水産物を、安定して持続的に
供給できる体制を強化し、産地づくりを進めます。

安全・安心で優れた
農林水産物の産地づくり

❶地域経営体への発展を見据えた経営
感覚に優れた担い手の確保・育成

❷集落営農組織の法人化と組織間連携
等による地域営農体制の強化

❸「こだわり」のある産地の形成

❹「良品」生産力の強化及び複合経営の
推進による農林水産業の経営安定

主な取組1

　２つの新幹線駅や大型クルーズ船が寄港でき
る青森港、国内外からの玄関口となる青森空港を
始め、陸・海・空の交通拠点が集中する地の利を
生かし、この地域ならではの魅力の創出を進め、
観光客の誘致と地域内での滞在時間や消費の拡
大を図ります。
　津軽半島や夏泊半島と、下北半島や道南地域
との広域での交流人口の拡大を図ります。

地域の魅力づくりと
広域観光の推進

❶北海道新幹線奥津軽いまべつ駅開
業効果の持続的な獲得に向けた取組
の促進

❷交通拠点を生かした魅力づくり、に
ぎわいづくり、生業づくり

❸食、歴史、文化、温泉など多彩な資
源を生かした通年観光化

❹半島間の連携による交流の促進

主な取組3

　健康で長生きできる地域の実現に向けて、三
大死因など生活習慣病のリスクを回避するため、
生活習慣の改善について、一人ひとりが理解し、
行動に移すことができるよう、関係機関が連携し
て取り組みます。
　また、人口減少や少子化、高齢化が進行する中
にあっても、地域における保健・医療・福祉体制
の充実、地域づくりや生活支援サービスを支える
多様な担い手の確保・育成、交通や買物などの生
活機能の維持・確保を図り、いつまでも住み続け
られる地域をめざした取組を進めます。

一人ひとりが健康でいつまでも
住み続けられる地域づくり ❶一人ひとりが正しい知識に基づき、

主体的に生活習慣を改善するための
普及啓発と環境づくりの推進

❷食生活の改善、運動習慣の定着、禁煙
の推進等による生活習慣病の発症予
防と特定健診実施率、がん検診受診
率等の向上による重症化予防の推進

❸自治会、地域商店街、地域づくり団
体等が行う地域コミュニティ活動の
活性化

❹地域を支える担い手の育成と地域に
対する愛着心を育む活動の促進

❺支え合い、安心して暮らせる生活環
境づくり

主な取組
4

3.今後５年間の取組の基本方針と主な取組
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　中南地域の就業者数は13万7,294人であり、県全体の21.9％を占めています。内訳を県全体と比べると、「農業、林業」の割合が
高く、「建設業」、「公務」の割合が低くなっています。（図３）

就業人口構成

　中南地域の観光入込客数は728万6千人であり、県全体の20.8％を占めています。東日本大震災以降、これまで着実に増加して
きており、700万人台で推移しています。（図６）

観光入込客数

　2015（平成27）年の中南地域の市町村別の平均寿命は、2010（平成22）年に比べて女性の藤崎町、大鰐町を除く男女で伸びています
が、男性は弘前市、田舎館村を除く５市町村で、女性は弘前市、黒石市、西目屋村を除く４市町村で県平均を下回っています。（表３）
　津軽地域保健医療圏の悪性新生物（がん）の標準化死亡比（ＳＭＲ）※は、男女とも総数、部位別において、県平均より高くなっています。
（図７、図８）

平均寿命

資料：県健康福祉政策課集計（2011～2015年分の試算）　※津軽地域の構成市町村は、弘前市、黒石市、平川市、西目屋村、藤崎町、大鰐町、田舎館村、板柳町である。

　中南地域の製造品出荷額等は3,690億円であり、県全体の21.7％を占めています。内訳を見ると、業務用機械が32.4％、電子部
品が38.0％、電気機械が8.0％を占めており、加工組立型産業が盛んな地域です。また、豊富な農産資源を活用した食料品製造業
も盛んです。（図５）

製造品出荷額等

　中南地域の作物栽培面積は2万4,474ヘクタールであり、県全体の27.7％を占めています。内訳を見ると、りんごが56.0％、米が
36.4％とこの２つで全体の92.4％を占めています。（図４）

作物栽培面積

県

中南 3,690億円

食料品
パルプ・紙
鉄鋼

飲料・飼料
印刷
金属製品

繊維
化学
生産用機械

電気機械 情報通信 その他

木材・木製品
プラスチック製品
業務用機械

家具・装備品
窯業・土石
電子部品

資料:県企画政策部「平成27年青森県の工業」

5.8% 38.0% 8.0%32.4%

21.0% 25.0%11.6%7.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

17,023億円

資料：県観光国際戦略局「青森県観光入込客統計」
ただし、2011年、2012年は同統計による入込客数に田舎館村「田んぼアート」の入込客数
（2013年からは同統計に含まれている。）を加え、中南地域県民局が作成。
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資料：厚生労働省 「市区町村生命表」
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※標準化死亡比（ＳＭＲ）：死亡率は通常年齢によって大きな違いがあることから、標準的な年齢構成に合わせて地域別年齢階級別の死亡率を算出し、全国水準との比較を可能にする
　ものです。100 を上回ると全国水準よりも死亡率が高いことがわかります。

県

中南 137,294人16.9 7.3 11.0 14.8 15.5 3.9 5.014.14.7

4.69.510.8 10.2 15.5 16.6 5.6 3.613.44.9
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0.91.70.0 0.6

1.12.10.91.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

625,970人

図３ 地域の就業人口構成

図４ 作物栽培面積の割合

図５ 製造品出荷額等

図７ 悪性新生物の部位別標準化死亡比（SMR）(男性） 図８ 悪性新生物の部位別標準化死亡比（SMR）(女性）

図6 中南地域の観光入込客数の推移

表３  市町村別平均寿命

市町村

農業、林業
運輸業、郵便業
医療、福祉

水産業
卸売業、小売業
その他サービス業

建設業
金融業、保険業
公務

製造業
不動産業、物品賃貸業
その他・分類不能

情報通信業
宿泊業、飲食サービス業

資料:総務省「平成27年国勢調査」

（年）

地 域 別計 画
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県

中南 24,474ha

水稲 大豆りんご そば特産果樹 野菜小麦 花き
資料:県中南地域県民局地域農林水産部（平成27年）
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今後５年間の取組の基本方針と主な取組

　労働生産性を高めて労働力不足に対応
していくため、管内に立地する誘致企業や
地元企業で働く人々の人財力向上を図ると
ともに、就業体験や企業とのマッチング機
会の充実等を図っていくことで若者や女性
の定着を促進します。
　また、高等教育機関や試験研究機関と連
携して医療・健康・福祉関連産業や先端技
術産業の創出に取り組む人財の育成・誘致
を図ります。

ものづくり産業を支える
人財力の強化

❶管内に数多く立地している加工組立型産業
等で働く人財のスキル（技術力・企画力等）
向上のための研修機会等の充実

❷高校生や大学生など若者の県内定着を促進
するための就業体験やキャリアデザインを
トータルで考えることができる情報の提供、
ＵＩＪターンのための効果的な情報発信など、
多様な選択肢を確保するための機会の提供

❸高等教育機関や試験研究機関を核とした医
療・健康・福祉関連産業や先端技術産業の
成長促進、ＡＩ技術等を活用して農業分野や
ものづくりなどの地域産業に貢献する人財
の育成・誘致

❹伝統工芸産業の販路拡大や後継者育成の
促進

主な取組

2

　生産年齢人口が減少する中で地域の経済を
支えていくため、農業の現場において、より一
層の高付加価値化を進めることで労働生産性
の向上を図ります。
　また、農家の高齢化や深刻化する労働力不
足に対応するため、効率化・省力化を促進する
栽培技術の確立に取り組みます。農業の６次産
業化を進めることで稼げる農業を推進するほ
か、農業を観光や地域づくりの一つの資源と位
置付け、これらの分野での活用を推進します。

労働生産性の向上や６次産業化
による稼げる農林業の推進

❶「青森りんご」のブランド力を生かした輸出促進
のための検疫措置の徹底、あおもり米「青天の
霹靂」の市場価値を更に高めていくためのきめ
細かな栽培指導及び特別栽培の定着、グロー
バルＧＡP※認証の取得促進

❷高齢化や労働力不足に対応した、熟練した技術
が不要な栽培方法の導入による新規就労の促
進やＩＣＴ等を取り入れた新たな農業の推進、
農家と補助労働者とのマッチング機会の充実

❸施設型農業分野での労働生産性向上を図るた
めの自動化技術やＡＩ技術の導入促進

❹農業の６次産業化を促進するための各分野の連
携・協力による生産力・加工力・販売力の充実・強化

❺「地域経営」の核となる担い手の確保・育成

❻農林業の競争力強化に向けた基盤整備の推進

❼農林作業・加工体験メニューの充実と農家民泊
などによるグリーン・ツーリズムの推進

主な取組

1

　自然、歴史、文化、食など様々な観光資源を生
かしながら、ターゲットを明確にした観光プログ
ラムの設定・充実を図るとともに、それらの情報
を的確に国内外の観光客に向け情報発信するこ
とにより、交流人口の拡大を図ります。
　また、北海道新幹線や青森・函館両空港を利
用した立体観光メニューの造成、外国人観光客
の増加に対応した電子決済などの受入態勢の整
備促進を図ることで「北海道・北東北観光のブ
ロードウェイ」をめざします。

感動の舞台づくり
❶自然・歴史・文化・食・伝統工芸など、
津軽の暮らしを体験できる街歩き観
光の推進

❷世界自然遺産白神山地を始めとした
豊かな自然の魅力に触れることので
きる自然体験観光の推進

❸美しい都市景観の形成促進や交通手
段の利便性向上

❹電子決済システムの導入やＷｉ－Ｆｉ
環境の整備の促進

❺外国人観光客や個人・小グループの
旅行に対応した特色のある観光メ
ニューづくりと情報発信の強化

主な取組

3

　働き盛り世代の死亡の減少と健康寿命の延伸
を図るため、がん検診受診率向上と要精密検査
者の精密検査受診率向上のための取組や子ども
の頃から運動に親しむ環境づくりを進めます。
　また、地域において、住民一人ひとりが生き生
きと暮らしていけるよう、住民や各種団体等が自
ら考え、連携して高齢者等の外出支援や安否確認、
買物支援など、地域で互いに支え合う仕組みづく
りと安全・安心な生活環境の保全に取り組みます。

誰もが支え合い安心して
暮らしていける地域社会づくり

❶がん検診受診率と精密検査受診率の
向上に向けた啓発活動の強化

❷子どもの頃から健康づくりを学ぶ機
会の提供と気軽に運動に取り組むこ
とができる環境づくり

❸禁煙及び受動喫煙防止対策の一層の
推進

❹地域の実情や課題に応じた「青森県
型地域共生社会」の実現に向けた多
様な主体による取組の促進

❺安全・安心な生活環境を保全してい
くための水・大気環境の保全や廃棄
物の適正処理とリサイクルの促進

主な取組

4

3.

※グローバルＧＡＰ：農業において、食品安全、環境保全、労働安全等の持続可能性を確保するための農業生産工程管理の取組（ＧＡＰ:適正農業規範)の
　国際的な認証のことです。
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年

食料品
化学工業
金属製品

飲料・飼料
石油・石炭
一般機械

木材
プラスチック
電気、電子

家具
窯業・土石
輸送用機械

パルプ・紙
鉄鋼
その他

印刷
非鉄金属
粗付加価値額

1,682

　2015（平成27）年の農家戸数は、8,212戸で県全体の約18.3％を占めています。2000（平成12）年からの15年間で3,330戸減少
していますが、減少率は県全体より幾分緩やかになっています。
　農業就業人口も15年間で7,776人減少し、特に65歳未満の減少が著しく、今後も高齢化の進行が見込まれます。（表３）

農業就業人口の推移

　観光入込客数の推移を見ると、2002（平成14）年12月の東北新幹線八戸駅開業を契機として急激に増加しました。東日本大震
災の影響により一時的に落ち込んだものの、現在は上昇傾向にあります。（図５）

観光入込客数

　製造品出荷額等は、2008（平成20）年９月のリーマンショックによる急激な経済情勢の変化、2011（平成23）年３月に発生した東日本
大震災により落ち込んだ後、回復基調にはありますが、粗付加価値額は、まだ震災以前の水準まで回復していない状況です。（図４）

製造品出荷額等

　八戸地域の主な死因の順位は、2012（平成24）年以降、第１位は悪性新生物、第２位は心疾患、第３位は脳血管疾患で、全死因
に占める三大死因の割合は約５割を占めています。（図６）

主要死因死亡率の年次推移

※2010（H22）年以降は統計手法の変更により、それ以前と単純比較できない。　※2011（H23）年は対象施設を増やしたことが入込数の増加要因となっている。

資料：県健康福祉部「保健統計年報」　　※八戸地域の構成市町村は、八戸市、おいらせ町、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村である。

農業就業人口(人)

11.8%
12.9%
10.0%
10.5%
7.2%
8.5%
7.2%
8.0%

15～39歳

42.2%
44.6%
38.7%
40.9%
37.9%
40.1%
35.0%
37.5%

40～64歳県 三八地域県 三八地域

45.9%
42.5%
51.3%
48.6%
54.9%
51.3%
57.8%
54.5%

65歳以上

農業就業者の年齢構成 (％)農家戸数 (人)
年次

2000（平成12）年

2005（平成17）年

2010（平成22）年

2015（平成27）年

70,301  

61,644  

54,210  

11,542  

10,546  

9,598  

44,781  
　▲36.3%

8,212  
▲28.9%

109,550  

96,794  

80,483  

18,245  

15,810  

13,059  

64,746  
▲40.9%

10,469  
▲42.6%

資料：農林水産省「世界農林業センサス」及び「農林業センサス」

※上段：三八、下段：県

資料:県企画政策部「工業統計調査」、経済産業省「経済センサス・活動調査」
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資料：県観光国際戦略局「青森県観光入込客統計」

　2015（平成27）年の就業人口は14万2,434人となっており、県全体の22.8％を占めています。内訳を見ると、「卸売業、小売業」の
割合が最も高く、次いで、「その他サービス業」、「製造業」の割合が高くなっています。
　県全体と比べると「製造業」や「卸売業、小売業」の割合が高く、「農業、林業」の割合が低くなっています。（図３）

就業人口構成

9.77.8 13.0 6.3 4.8 16.5 4.712.9
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2.10.91.2

625,970人

表３  農業就業人口の推移
図３ 地域の就業人口構成

図４ 三八地域の産業別製造品出荷額等、粗付加価値額の推移

図５ 三八地域の観光入込客数の推移

図６ 八戸地域主要死因死亡率の推移

農業、林業
運輸業、郵便業
医療、福祉

水産業
卸売業、小売業
その他サービス業

建設業
金融業、保険業
公務

製造業
不動産業、物品賃貸業
その他・分類不能

情報通信業
宿泊業、飲食サービス業

資料:総務省「平成27年国勢調査」
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　安全・安心、高品質で多彩な農林水産物の生
産を基盤として、食品製造業の集積の高さを生か
した農商工連携などにより農林水産資源の付加
価値を高めるとともに、農山漁村の維持・発展に
貢献する人財・経営体の育成、確保を推進します。

農林水産資源の高付加価値化と
人財・経営体の育成

❶安全・安心な農林水産物の安定生産

❷磯根資源の育成と資源管理型漁業の
推進

❸豊かな食文化を生かした地産地消の
推進

❹農林水産物の高品質化やＩＣＴなどを
活用した積極的な情報発信などによ
るブランド力の向上と販売力の強化

❺農林水産資源の高付加価値化と農商
工等の連携による６次産業化の取組
拡大

❻農山漁村の社会を支える人財・地域
経営体など担い手の育成

主な取組

2

　産業基盤、製造業の集積と高い技術力、教育・
研究機関や産業支援機関の充実、インフラが整
備された国際物流拠点といったポテンシャルを
生かし、産学官金連携など地域が一体となって、
地域企業の経営力強化や、企業間連携、新たな
成長分野への参入といった三八地域ものづくり
産業の活性化に向けた取組を推進します。
　また、地域特性を生かした多様な再生可能エ
ネルギーの高度利用や新規企業の参入など、エ
ネルギー分野での先進的取組を生かした関連ビ
ジネスを推進します。

ものづくり産業の活性化と
エネルギー関連産業の振興

❶地域企業のマーケティング力向上や
企業間の連携等による受注機会の拡
大及び海外を含む地域外への販路開
拓の促進

❷新商品・新技術の開発、地域の技術
や資源を生かした新たな成長分野へ
の参入促進

❸ＡＩやＩｏＴの活用などによる地域企
業の生産性向上の取組の促進

❹地域経済の活性化を支えるものづく
り関係者などによるネットワーク形成
と一体的取組の推進

❺地域産業を担う多彩な人財の確保・
育成・定着と、ものづくり分野などの
創業・起業の促進

❻太陽光、バイオマスなど多様な再生
可能エネルギーの導入促進や熱エネ
ルギー等の利活用、エネルギーの地
産地消の取組の推進

❼高等教育機関との連携によるエネル
ギー分野における人財の育成

主な取組

1

　ＤＭＯの設立を契機とする競争力の高い魅力
ある観光地域づくりや行ってみたくなるエリアの
イメージ確立、国内外からの誘客強化に取り組み、
交流人口や観光消費額の拡大を推進します。

広域観光の更なる推進
❶ＤＭＯの設立による広域観光推進体
制の充実と連携の強化

❷マーケットと三八地域の観光資源の
特徴を踏まえた独自の価値を体験
できる観光の推進

❸ターゲットに届く情報発信の強化

❹インバウンド対応やホスピタリティ
の向上、観光施設・観光案内・交通
アクセスなどの受入態勢の充実

❺グリーン・ツーリズムやブルー・ツー
リズム※、産業観光、豊かな食を生
かした観光、地域の暮らしや文化、
風土に密着したテーマ観光などによ
る国内外からの誘客促進

※ブルー・ツーリズム：漁村などに滞在し、漁業体験などを通じて地域の魅力にふれることを目的とした旅行スタイルのことです。

主な取組

3

　地域住民一人ひとりのヘルスリテラシー（健や
か力）向上と生活習慣病予防に向けた環境づくり
を推進し、壮年期死亡の減少と健康寿命の延伸
をめざします。
　また、保健・医療・福祉の体制の充実や生活機
能の維持・確保、多様な担い手の確保・育成に取
り組むことにより、「青森県型地域共生社会」づく
りを進めます。

健康、長寿で、生き生きと
安心して暮らせる地域づくり

❶住民の健康的な生活習慣の定着に向
けた普及啓発と環境づくりの推進

❷多様な担い手による介護予防や生活支
援サービス等の提供体制整備の促進

❸「青森県型地域共生社会」の実現に向
けた多様な担い手の確保・育成と生
活機能の維持・確保に向けた仕組み
づくり

❹地域づくりを担う人財の育成・活躍
の促進や地域住民が互いに支え合う
地域づくりの推進

主な取組

4

3.今後５年間の取組の基本方針と主な取組
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